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１ 一般事項  

（適用範囲） 

第 1 条 この仕様書は、札幌市障がい保健福祉部障がい者更生相談所が実施する「札幌市身体障害

者福祉センターB 棟バス車庫シャッター修繕業務」（以下「本修繕」という。）の委託に適用する。 

２ この仕様書の解釈に疑義を生じた場合又は記載のない事項の取扱いについては、委託者と受託

者で協議のうえ定めるものとする。 

（修繕の準備） 

第２条 受託者は、修繕の目的を十分理解し、目的達成のために必要な人員を確保し、持てる能力

を全て発揮するよう責任のある担当者を備えなければならない。 

（修繕計画書） 

第３条 受託者は、契約後速やかに本修繕実施に関する「修繕計画書」を作成し提出すること。 

（打合せ等） 

第４条 修繕の実施にあたっては、受託者は委託者と常に綿密な連絡を取り、その連絡事項及び打

合せ内容について記録し、委託者に提出すること。また、疑義が生じた場合は委託者と協議の上、

その指示に従うこと。 

（資料等の貸与及び返還） 

第５条 受託者は、修繕を行う上で必要となる資料等について、借用を書面で申し入れることがで

きるものとする。この場合、受託者は貸与される資料等について借用書を提出しなければならな

い。 

２ 受託者は、修繕が完了したときは、貸与された資料等について直ちに返還するものとする。 

（機密の保持等） 

第６条 受託者は、本修繕にあたり知り得た一切の事項について、他に漏らしてはならない。 

２ 委託者が提供する資料等を第三者に提供したり、目的以外に使用したりしてはならない。 

（成果品） 

第７条 全ての成果物は委託者の所有とする。また、本修繕において作成した図面、イラスト、写

真等の著作権及びその他一切の権利は札幌市に帰属する。 

２ 受託者は、成果品の著作者人格権を将来にわたり行使しないこと。ただし、あらかじめ委託者

の承諾を得て公表を行う場合等はこの限りでない。 

３ 受託者は、成果品に第三者が権利を有する著作物が含まれる場合、著作権その他知的財産権に

関して必要な手続き及び使用料等の負担を行うこと。 

（環境負荷の低減） 

第８条 委託修繕の実施にあたっては、環境に配慮し、エネルギーの節約及びリサイクルの推進に

努めること。 

（完了届） 

第９条 修繕完了後、速やかに「完了届」を提出すること。 
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２ 修繕の概要  

 
⑴ 概要 

札幌市身体障害者福祉センターＢ棟のバス車庫出入口に設置されている電動シャッターのスラ

ット、電動開閉機、シャフト等を撤去・交換し、正常に動作できる状態に修繕する。 

⑵ 修繕対象施設名及び修繕場所 

修繕対象施設名 ：身体障がい者福祉センター 

修繕場所（箇所）：札幌市西区二十四軒２番６丁目（別紙参照） 

⑶ 履行期間 

  契約締結の日から令和８年３月 31日まで 

 

３ 修繕内容  

⑴ 事前調査 

⑵ 部材の調達、交換 

  調達部材（参考）は以下のとおり 

  ・重量スラット        一式 

  ・重量ブラケット       一式 

  ・巻取りシャフト       一式 

  ・急降下停止装置       一式 

  ・電動開閉装置        １台 

  ・重量吊り元（３枚綴り）   ５組 

  ・ローラーチェーン      １本 

  ・内まぐさ          １本 

  ・障害物検知座板スイッチ   一式 

  ・無線信号装置        一式 

  ・エマーゼンスイッチ     １個 

  ・押し釦スイッチ       １個 

⑶ 動作試験 

⑷ 撤去部材の処分 

⑸ 報告書の提出 

  受託者は、下記に示す書類を作成の上、本市担当職員に提出すること。 

提出書類等 部数 提出期限 

⑴ 着手時 

  ・作業計画書（安全管理計画を含む） 

  ・作業責任者及び作業者名簿 

  ・連絡体制表 

  ・作業工程表 

各１ 着手後速やかに 

⑵ 完了時 

  ・完了届 

  ・報告書及び写真（紙及びＤＶＤ－Ｒ等） 

各１ 完了後速やかに 

 
※作業が数日に渡る場合は、庁舎のセキュリティ上の観点から、作業時間外はシャッターが解放さ

れている状態とならないよう留意すること 
 

４ 特記事項  

  本修繕の履行にあたり、下記事項を遵守すること。 

 ⑴ 法令遵守 
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本修繕の履行に当たっては、各種関係法令を確認・遵守するとともに、工程管理等を正確に行

うこと。 
⑵ 調査等について 

修繕遂行に当たり現地調査等を行う際は、修繕に支障をきたさぬ様、委託者と協議の上、計画

的に行い、作業中の安全管理、養生、整理整頓および清掃を徹底すること。 
また、履行場所で勤務する職員や周辺事業者に十分配慮すること。 

⑶ 物品等の調達について 
修繕に必要な雑材・消耗品等は、特記されているものを除き、すべて受託者が調達するものと

する。 
⑷ 自動車利用（打合せ時・調査員輸送等を含む） 

走行ルートの短縮や共同運行など、環境に配慮した自動車利用を心掛けること。 

⑸ エコドライブの推進 

アイドリングストップや暖機運転の短縮など、エコドライブの推進に取り組むこと。 

⑹ 協議事項 

その他、本修繕の仕様にない不明点や疑義が生じた場合は、委託者、受託者双方の協議によ

って処理する。 
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                      別紙 

 

 

修繕対象箇所 
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                    現況写真 

 

 

シャッター正面（外部側）          シャッター正面（建物側） 

 

   

開閉機銘板 

 

       

駆動側ブラケット                   従動側ブラケット 

約 640 ㎜ 

約 440 ㎜ 

約 440 ㎜ 

約 440 ㎜ 

約4,670㎜ 

約3,600㎜ 


